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判
定
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準

対
策

体表面積の＜10％を占める紅色丘疹および/または
膿疱で、そう痒や圧痛の有無は問わない

体表面積の10－30％を占める紅色丘疹および/または
膿疱で、そう痒や圧痛の有無は問わない；　
社会心理学的な影響を伴う；　
身の回り以外の日常生活動作の制限

体表面積の＞30％を占める紅色丘疹および/または
膿疱で、そう痒や圧痛の有無は問わない；　
社会心理学的な影響を伴う；　
身の回りの日常生活動作の制限；　
経口抗菌薬を要する局所の重複感染

CTCAE 4.0版より抜粋

外用ステロイド

*めまいが生じた場合はマクロライド系抗菌薬に変更

皮疹の軽快が 
みられたら 
mediumクラスに変更

ざ瘡様皮疹
Grade 1 Grade 2 Grade 3

外用ステロイドローション 
 （strong）1日2回塗布 
外用ステロイドクリーム 

（medium ～ strong） 1日2回塗布 
外用ステロイド軟膏 

（strong） 1日2回塗布

●清潔・保湿・保護が基本。
●洗顔、入浴、シャンプー等は低刺激（無香料、無着色、弱酸性、ノンアルコールなど）の 
　洗顔・洗浄剤を使用し、洗浄後は保湿クリームやローションを塗る。

●服装はゆったりした服や靴を選び、外出時は
　紫外線対策をする。

（very strong以上）1日2回塗布 

（strong以上） 1日2回塗布 

（very strong以上）  1日2回塗布

 
 

（strong）1日2回塗布  
 

（very strong）	1日2回塗布 

経口ミノサイクリン* 
100 ～ 200mg/日

経口ステロイド
プレドニゾロン10 ～ 20mg   1日2回1週間程度

頭皮

日常生活のスキンケア
（症状が現れる前から）

頭皮

顔 顔

顔以外 顔以外



爪襞の浮腫や紅斑；　
角質の剥脱

局所的処置を要する；　
内服治療を要する（例：抗菌薬/抗真菌薬/抗ウイルス薬）；　
疼痛を伴う爪襞の浮腫や紅斑；　
滲出液や爪の分離を伴う；　
身の回り以外の日常生活動作の制限

外科的処置や抗菌薬の静脈内投与を要する；　
身の回りの日常生活動作の制限

CTCAE 4.0版より抜粋

爪囲炎

外用ステロイド軟膏 （very strong ～ strongest）1日2回塗布

外用抗菌薬 
●テトラサイクリン　●クリンダマイシン

経口ミノサイクリン 100 ～ 200mg/日

テーピング

凍結療法等 爪の部分切除

2次感染が疑われる場合：
その他の抗菌薬への切り替えを検討
[P-糖蛋白阻害・誘導作用をもつ抗菌薬は避ける]

Grade 1 Grade 2 Grade 3
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準
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●清潔を保ち、つま先を締め付けない靴を選ぶなど刺激を避ける。
●手足の爪は、爪の先の白い部分を残し、長めに保つように心がける。足の爪は白い部分を四角く残すスクエアカットにする。日常生活のケア

提供： 
龍ケ崎済生会病院 呼吸器内科  
宮﨑 邦彦 先生



（診察所見） 
粘膜の紅斑
　粘膜の発赤や、浮腫状の変化や白色変化
　（ただし、びらん・潰瘍の形成を伴わない）

（診察所見）
斑状潰瘍または偽膜
　潰瘍形成は限局的（亜部位をまたがない）で、
　1つの大きさは30mm未満

（診察所見）
癒合した潰瘍または偽膜／わずかな刺激で出血
　潰瘍形成が30mm以上の広範囲に広がるもの
　亜部位にまたがり広がっているもの
　（例：軟口蓋から頬粘膜まで、舌の右側から左側まで　等）

CTCAE 3.0版より抜粋

口内炎
Grade 1 Grade 2 Grade 3

●治療中も、歯ブラシを中心とした口腔内の保清を行い、感染制御に努める。粘膜炎部分は無理に擦過せず、綿球などによる愛護的清拭に留める。
●歯ブラシは粘膜に刺激を与えないよう、ヘッドの小さい、軟毛のブラシを用いる。

感染制御

〔軽症～中等症の痛み〕	 局所麻酔薬（リドカインなど）の局所使用（うがい薬への混和など）、アセトアミノフェンあるいはNSAIDsの使用
	 ※NSAIDsはシスプラチンなど腎毒性のある薬剤との併用に注意

〔中等症以上の痛み〕　	 除痛が困難な場合はオピオイドの使用も検討
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●口の中を清潔にするように心がけ、こまめにうがいをする。
●歯の鋭縁部（虫歯で欠けて尖った部分など）や適合の悪い義歯など、口内炎を誘発する外的刺激は、歯科を受診しあらかじめ取り除いておく。
●粘膜に刺激のある食品や嗜好品は避ける。

日常生活のケア
（症状が現れる前から）

提供：群馬県立がんセンター　歯科口腔外科　新垣 理宣 先生

疼痛緩和 

粘膜保湿

ステロイド軟膏

●口腔乾燥に対する粘膜保護を目的に、粘膜の保湿を頻繁に行う。
●うがいによる保湿が中心だが、口腔保湿剤や、人工唾液なども必要に応じて補助的に使用する。
●市販のマウスウォッシュを使用するときは、アルコール成分を含まないものを使用する。

●潰瘍が孤立性で小さいもの（アフタ性口内炎）の場合は、感染に留意しステロイド軟膏の使用も検討する。






